
平成25年９月３日

山本大臣閣議後会見



科学技術イノベーション政策の司令塔として、各省の要求を精査して、
予算重点化の対象とすべき施策を特定して頂きたい。

平成26年度科学技術重要施策アクションプラン
平成25年７月31日 総合科学技術会議決定

【第113回総合科学技術会議（25.7.31）総理御発言要旨（抄）】
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平成26年度アクションプラン（進化点）

ねらい
概算要求前に各省の施策を誘導し、予算の重点化を達成

科学技術イノベーション総合戦略第２章の５つの政策課題について、
課題の解決に向けて重点的に取り組むべき内容（重点的取組）を提示

2

・健康寿命の延伸
・障害児・者の社会参加促進
・子どもの健やかな成長

・インフラの安全･安心確保
・レジリエントな防災･減災機能
・次世代インフラ構築を通じた地域づくり

・農林水産業の強化
・地域発イノベーション創出の仕組みづくり

・住民の健康を災害から守り、
子どもや高齢者が元気な社会の実現
・放射性物質の影響の軽減･解消 等

・エネルギー供給の安定化と低コスト化
・エネルギー利用効率向上と消費削減
・高度エネルギーネットワーク統合化
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司令塔機能の発揮（進化点）

２．シーリング前から、予算編成を主導

① 具体的な工程表を示し、課題達成に向けた各府省の取組を促進

② 各府省施策の積極的なプログラム化（いわゆる大括り化）の促進

③社会実装に向けたマネジメント体制の明確化
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１．シーリング前に、予算戦略会議を2回開催
科技担当大臣と関係府省幹部が意識合わせ

「スピード感、実行性、一体感をもって予算重点化に取り組む」

予算重点化の対象とすべき施策の特定へ



施策のプログラム化（大括り化）に向けた取組（7～8月）

次世代インフラ（効果的効率的な維持管理） 平成２５年７月２６日（シーリング前）

関係府省を一堂に会してヒアリングを実施。
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このような経過を経て、、、、

8月30日（金） 大臣・有識者議員会合にて
アクションプラン対象施策（案）をとりまとめ。

○約240施策の中から、約130施策を約40にプログラム化
（大括り化）

○大括り化を含む約100施策をアクションプラン対象施策（案）
としてとりまとめ。

○特定施策を踏まえた、詳細工程表を作成。

９月の総合科学技術会議（財務大臣も出席）

アクションプラン対象施策の決定（予定）

→ 同日、一丸となった概算要求を各省より提出
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アクションプラン対象施策（案）の一例

クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現

洋上風力発電システム
経産省、環境省が連携して実施。

絵

2018年頃の浮体式洋上風力発電の実用化を目指す！

着床式大型システム実証
7MW級：経産省

浮体式システム実証
2MW級：環境省

浮体式大型システム実証
7MW級：経産省

陸上：2.8億kW 洋上風力発電の実現で導入ポテンシャルを拡大！
着床式洋上：3.1億kW 浮体式洋上：12.1億kW

直径 約90m

直径 約160m直径 約160m

AIRBUS A380
全幅 約80m



アクションプラン対象施策（案）の一例

世界に先駆けた次世代インフラの整備
インフラ維持管理
国交省、総務省、文科省、経産省、農水省が連携して実施。

安心してインフラを利用できる社会の実現、
更に、インフラ輸出による、攻めの経済外交へ！

ダム・河川の維持管理

道路管理

変位計

加速度計

傾斜計 ひずみ計

橋梁の異常監視

プローブ情報

トンネルの異常監視



アクションプラン候補施策の例

地域資源を‘強み’とした地域の再生

IT・ロボット技術等による生産･流通システムの高度化
農水省、経産省が連携して実施。

農家

ファインバブルによる生育促進

匠の技データベース

ITによる自動化

高効率・高収量な農業を実現！！



総合科学技術会議（9月）にて、
アクションプラン対象施策の決定（予定）

（PDCAサイクルを回す詳細工程表も合わせて決定）

ご期待下さい。

本日（９/３）予算戦略会議も開催します。
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